
 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

戦没者追悼記念式典で代表あいさつ  ３年 塩川 奈々江 さん 
８月６日（木）に健康管理センターで行われた戦没者追悼式に、本校の

生徒が代表として参列しました。戦争を経験していない世代がほとんどを

占める現代において、塩川さんがどのような思いを胸に、あの厳かな舞台

で発表に臨んでくれたのか、皆様にご紹介いたします。 式典の厳粛な雰囲

気の中、彼女が紡いだのは、「戦争の恐ろしさや繰り返してはならないこと

を、学び伝えていくこと」という、真摯な言葉でした。心の奥深くにまで

届く、本当に素晴らしい追悼の辞でした。 

令和８年９月４日（金）発行  第９号    文責：校長 安部 行史 

小国町立小国中学校 学校だより 
 

２０２６年の今年、終戦から８１年が経ちました。 

 これまで私は、国語の授業で「ちいちゃんのかげおくり」、「大人になれなかった弟たちに」、「世界はうつ

くしいと」といった題材を通して戦争の恐ろしさに触れてきました。 

 『ちいちゃんのかげおくり』からは、戦争が日常を壊す残酷さや平和の尊さを学びました。空襲によって

愛する家族を失い、幼い命まで奪われてしまう、そんなちいちゃんの姿を通して、戦争がいかに理不尽で残

酷なものであるかを感じました。子どもの死は「未来をすべてなくすこと」であるという、作者の強い思い

が込められていました。 

 『大人になれなかった弟たちに』では、まだ生まれたばかりの小さな命や、本当はこれからも元気に平和

に暮らせるはずだった国民の命が原子爆弾一つで粉々になってしまう。このような恐ろしさを学びました。 

「世界はうつくしいと」は、私たちが普段忘れがちな「日々の穏やかな暮らし」や「何気ない風景」こそが

尊い平和なのだと教えてくれます。私たちが平和を願うとき、特別なことばかりを考える必要はありません。

朝起きて、ご飯を食べて、笑い合う。そんな平凡で小さな毎日を大切に思うことこそが、戦争のない世界を

守る第一歩になるとこの詩は語りかけてきます。私はその日常の美しさに共感し、ずっと大切に守り抜いて

いきたい平和の象徴だと感じました。 

これら国語の学習を通して、私は平和について真剣に考える機会を得られました。（命を削る争いのない）

（罪無き命の奪われない日常）これこそ本当の平和なのだと考えました。ですが、同時に、「平和はこの世界

には存在しないのではないか」と思うことがあります。それは、今この瞬間さえも、世界の何処かでは、苦

しんでいる人たちがいるからです。罪なき命が危険にさらされています。ですが未熟な私たちには、戦争を

止める力はありません。そんな今、私ができること、未来ある私たちにできることは、戦争は恐ろしいこと

なのだと、絶対に繰り返してはいけないのだとしっかり学習し、伝えることだと思っています。この考えが

伝わり広がって、それがいつか争いを止める力になってくれたら私は嬉しいです。 

１４年間私は、戦争と関わりがない、安全で幸せな日常を送ってきました。ニュースで流れてくる戦争の話

題は、現実味が薄く、自分の生きている世界とは異なる、どこか遠くで起きているように感じてしまいます。

今回、この追悼の場に参加することがなければ、これまでと変わらない日々を過ごしていたのかもしれませ

ん。しかし、私がこうして安心して学校に通っていることも、当たり前のことではないと、改めて気づくこ

とができました。まだまだ知らないことがたくさんあります。 

 戦争という悲劇を繰り返さないために、これからは視野を広げ、もっと世界に目を向け、今まで知らなか

った問題も知っていかなければならないと思っています。関心を持つことで見えてくることがあり、解決へ

の糸口に結びつけられたりするかもしれないと、強く感じています。私達の住む大事な地域である小国町、

そして日本の平和がずっとずっと続いていくことを心よりお祈り申し上げ、追悼の言葉といたします。 

 

 

 



  
 

 

第２３回 東北少年軟式野球大会 優勝！ 
 

全日本卓球選手権大会山形県予選会（カデットの部） 
第２位 伊藤咲喜さん（全国大会出場権獲得） 

 

学習ボランティア（小学生の夏休み学習会で勉強を教えてくれました） 

  

２年 仁科 暖さん ２年 大津晴真さん  ２年 江口羽月さん 

             

  

夏祭りボランティア （小国町の花火大会の後片づけをしてくれました） 

 

   １年 髙橋  雅さん 前田佑也さん  相馬昊明さん  今 朱里さん 

   ２年 髙橋 陽菜さん 岩田菜那さん  佐々木柔心さん 塚原美桜さん 

       

   ３年 塩川奈々江さん 本間瑞葵さん  伊藤翔太さん   木村龍星さん  

齋藤斗夢さん  平田花音さん  川上伶琉さん   馬場実久さん  

伊藤美音さん  佐藤旺士郎さん 山口裕生さん   今 陽菜さん  

今ももかさん   嶋貫日依さん   塚原陸斗さん  髙井莉衣咲さん        

 
 
 
 
 
  
 

 

 生徒会企画会の発案で、熊本地震への募金を行いました。自分達でやりたい旨を担当 

の先生に訴え、実現に至ったこと、本当に素晴らしいと思いました。夏休みのボランテ 

ィアから始まり、本当の意味でのボランティアの精神が育まれてきていることに、感動 

しました。保護者の皆様にもご協力をいただいたこと、感謝申し上げます。また、小国 

小学校の先生方からもご協力いただきました。募金いただいたお金は、熊本県の義援金 

受付に送金します。 

１年 伊藤大弥さん 髙橋雅さん 川﨑櫂さん  

大谷舞依さん 

２年 佐藤槙人さん 

３年 塚原有咲さん 新野泰生さん 

職員 林 美香先生 

 

募金額 20,221 円 


